
「オンリーワンがここにある ! 」

島根県立盲学校

設置学科　学級数

学校の特色

高等部生徒数 4名（R7.5.1現在）

◆普通科　　　単一障がい　1学級
　　　　　　　重複障がい　1学級
◆保健理療科　単一障がい　1学級
　　　　　　　重複障がい　1学級

所 在 地：〒690-0122　松江市西浜佐陀町468
電 話 番 号：（0852）36-8221
FAX 番 号：（0852）36-8222
E メ ー ル：mogako@pref.shimane.lg.jp
HPアドレス：https://sites.google.com/ict.shimanet.ed.jp/shimamou/

フロアバレーボール

※令和8年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（令和7年度第1学年の学級数）

　視覚障がいを有する人に対して専門教育を行う、県内
唯一の教育施設です。
　通学が困難な人のために、小学部から入舎できる寄宿
舎も設置しています。

【入学資格】
◆両眼の視力が矯正で概ね 0.3 未満の人
◆視力以外の高度な視機能障がい（視野狭窄など）があ

り、文字や図形などの認識が困難な人

【教育方針】
豊かな人間性の育成
◆心身の鍛練
◆社会性の涵養
◆自己教育力の育成

【教育課程の特徴】
　幼稚部、小学部、中学部、高等部（普通科、保健理療科）、
専攻科（理療科、保健理療科）があり、一人一人の障がいに応
じた学習に取り組んでいます。また「自立活動」の学習では、
白杖を使った歩行練習や点字の読み書き、弱視レンズや情報
機器の使い方等の学習をとおして、自立し社会参加する力を
身に付けます。様々な学校との交流および共同学習も行って
います。

◆高等部普通科
　高等学校普通科に準ずる教育を行っています。また、一人一
人の実態に応じて教育課程を編成した学習も行います。就職・
進学につながる支援も行います。

◆高等部保健理療科
　あん摩、マッサージ、指圧の職業教育を行っています。普
通科目に加えて、解剖やあん摩実習などの専門科目を学習し
ます。全ての単位を修得すると、あん摩マッサージ指圧師国
家試験受験資格を得ることができます。卒業後は主に訪問マッ
サージ、高齢者施設などに就職しています。

【主な行事】
4 月：◆校内弁論大会　6 月：◆中国・四国地区盲学校弁論大会
10 月：◆学園祭　3 月：◆旅立ちを祝う会

【部活動】
〈運動部〉サウンドテーブルテニス、フロアバレーボール等…
　　　　  中国・四国地区盲学校体育大会等に参加

〈音楽部〉合唱…合唱コンクール・学園祭等に参加

【学校の歴史】（創立 120 年目）

　明治 38 年（1905 年）、福田与志先生により松江私立盲唖
学校として創立され、島根県における特別支援教育の先駆け
となりました。その後、昭和 23 年（1948 年）、ろう学校と
分離し、視覚障がい教育の専門校として現在に至っています。
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島根県立
松江ろう学校

設置学科　学級数

学校の特色

高等部生徒数 4名（R7.5.1現在）

◆普通科　　　単一障がい　1学級
　　　　　　　重複障がい　1学級
◆産業技術科　単一障がい　1学級
　　　　　　　重複障がい　1学級

所 在 地：〒690-0121　松江市古志町191-6
電 話 番 号：（0852）36-7222
FAX 番 号：（0852）36-7223
E メ ー ル：matsuero@pref.shimane.lg.jp
HPアドレス：https://www.matsurou.ed.jp/

授業の様子（産業技術科産業工芸コース）

※令和8年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（令和7年度第1学年の学級数）

概要
◆明治 38 年に松江私立盲唖学校として開校し、令和７

年度には創立 120 周年を迎えた歴史ある学校です。
◆聴覚障がいのある生徒に対して専門的な教育を行うと

ともに、一人一人の教育的ニーズを把握し、社会自
立に必要な力の育成に努めています。

◆幼稚部、小学部、中学部、高等部（本科、専攻科）を
設置し、寄宿舎も併設しています。学校給食があり
ます。

◆高等部（本科）には、普通科と産業技術科があり、教
科学習や体験的な活動を通して、社会自立や職業自
立、自己実現を目指しています。

キャッチフレーズ（平成３０年度　生徒会作成）

　手と心でつながる　わかりあえる喜び
　　　～ 笑顔あふれる　松ろう ～

高等部の目指す姿
・挑戦し続け、自己実現していく生徒
・自ら社会参加する生徒

【各科の特色】
◆普通科
　進学希望の生徒に対し、個に応じた学習を行い、学力を養
います。２年次から進路希望に応じた教科等の選択ができます。
◆産業技術科
　２つのコース（産業工芸・生活デザイン）があり、専門教科（工
業・家庭）の学習とともに、就労に必要な基礎知識・一般教
養を身に付けていきます。

【学校行事・学部行事】
　松ろう文化祭は全校の幼児児童生徒や地域と交流する行事
です。
　高等部では、進路研修会や企業見学などの進路学習をおこ
ないます。また、産業技術科では、現場実習を実施し、働く
ことを知るとともに、自分自身の将来について考える機会とし
ています。学んだことを発表する場として、地域の公民館を会
場に学習成果発表会を開催しています。

【部活動】
◆運動部／陸上部・卓球部

【各種資格取得】
　実用英語技能検定、日本漢字能力検定、全国高等学校家
庭科技術検定、読字力検定試験などの資格試験に挑戦してい
ます。
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島根県立
浜田ろう学校

設置学科　学級数 高等部の特色

学校の特色

◆美術工芸科　　　単一障がい　1学級
		  　重複障がい　1学級
◆生活デザイン科　単一障がい　1学級
		  　重複障がい　1学級

所 在 地：〒697-0003　浜田市国分町342-2
電 話 番 号：（0855）28-0146
教育相談直通：（0855）28-3933
FAX 番 号：（0855）28-2063
E メ ー ル：hamadaro@pref.shimane.lg.jp
HPアドレス：https://www.hamarou.ed.jp/

授業の様子

【校訓】
　明るく　　　（健康・明朗性）
　なかよく　　（協調・社会性）
　たくましく　（自立・自主性）

【学校教育目標】
　自ら考え、自ら判断し、自ら行動する、心豊かにたく
ましく社会で生きる自立した人間の育成

【めざす学校像】
◆子どもたちが自己の可能性を最大限に伸長し、自己実

現のできる学校
◆聴覚や視覚に障がいのある子どもたちへ障がいの状況

や発達段階に応じた的確な指導や支援ができる学校
◆高い専門性に基づいた教育の実践と、地域の特別支援

教育に対する中心的役割を担う学校

【スローガン】
　伝えよう　つながろう　夢に向かって

　本校では、幼稚部から高等部までの一貫教育を行っていま
す。学部の枠を超えた活動を取り入れるなど、望ましい集団づ
くりを目的とした教育に取り組んでいます。

【学校行事】
　全校活動、浜ろうフェスティバル、全校運動会、エコキャッ
プ収集活動など、児童生徒会が中心となって取り組む行事で
は、生徒達が主体的に考え話し合う活動を大事にしています。
また、修学旅行、地域の方との手話学習会、スキー教室、体
験学習など、校外の方々と関わりながら多くの学びを実践して
います。
 

【部活動】
　卓球部は長い歴史をもち、中国地区ろう学校体育大会及び
全国聾学校体育大会、全国障害者スポーツ大会、高体連主催
の大会などに出場しています。

【各科の特色】
　「美術工芸科」と「生活デザイン科」の科を設け、それぞ
れ「美術」・「工業」、「家庭」を専門的に学ぶことができます。
また、各科には就職や進学など個々のニーズに応じた３つの
カリキュラムがあり、一人一人の進路実現に向けて、きめ細
かい教科指導・進路指導を行っています。

高等部生徒数 4名（R7.5.1現在）

※令和8年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（令和7年度第1学年の学級数）
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島根県立
松江養護学校

職業教育の特色

学校・学部の特色

川
津
校
舎

所 在 地：〒690-0823　松江市西川津町31
電 話 番 号：（0852）26-6880
FAX 番 号：（0852）26-6871
E メ ー ル：matsue-yogo@pref.shimane.lg.jp
HPアドレス：https://matsueyougo.ed.jp

乃
木
校
舎

所 在 地：〒690-0046　松江市乃木福富町733-2
電 話 番 号：（0852）21-3673
FAX 番 号：（0852）28-5755

安
来
分
教
室

所 在 地：〒692-0031　安来市佐久保町115
電 話 番 号：（0854）22-2680
FAX 番 号：（0854）22-2681

本校（総合コース・職業コース）／安来分教室

【教育目標】
地域とともに、夢に向かって心豊かにたくましく
生きる力を育む

【グラデュエーションポリシー】
○夢や目標をもち、進んで学ぶ子
○やさしい心で自分も他者も大切にできる子
○健康で明るく、心身ともに元気な子
○働くことを学び、たくましく生きる子

＊高等部では、一人一人のニーズに応じた「働く力」
  「生活する力」「人とかかわる力」の育成を目指し
  ます。

働く上で必要な態度・技能を身につける高等部の
中心的な学習です。

各学年で福祉施設や一般事業所に出かけ、産業現
場等における実習（現場実習）を行っています。

よりよい自己理解や進路選択をしていけるように、
進路学習を３年間通じて行います。

 障がいによる学習上、生活上の困難を改善・克服
するための学習です。社会生活を営んだり、人と
上手にかかわっていったりするためにはどうすれば
よいか、実践的な内容を取り入れています。

【川津校舎：総合コース】
　集団での学びあいを大切にしながら必要な支援や環境を整えて
学習していきます。作業学習は５つの班に分かれて行い、働く上
での基本的な態度や技能を身につけます。販売会（ワークアップ
松養など）や、パティスリー M（製菓）によるカフェなど地域との
交流にも力を入れています。

【乃木校舎：職業コース】
　卒業後の職業自立に向けて、職業生活に必要な知識の習得や技
能の向上、実践的な態度の育成を目指します。サービス系の作業
種目で 5 班、８部門に分かれ、校舎内に構えた店舗で商品づくり
や地域の方々への接客、店舗の運営等の実際的な学習に取り組ん
でいます。

【安来分教室：地域密着の作業学習】
　安来高等学校内に設置されています。地域の食材や自分たちで育
てた果実と野菜を原材料とした、ジャム、お菓子などの製造を中心
に取り組んでいます。
　２年生では、週に１度地域の職場で実際に働きながら学ぶ、デュ
アルシステムによる実習を取り入れています。（全７回程度）

設置学科　学級数

高等部生徒数 199名（R7.5.1現在）

  83名
101名
  15名

【本校（総合コース・職業コース）】＊入学時にコース選考あり

　◆普通科　　単一障がい　　6学級
　　　　　　　重複障がい　  11学級

【安来分教室】				  
　◆普通科　　単一障がい　　1学級

川津校舎

乃木校舎

安来分教室

※令和8年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（令和7年度第1学年の学級数）

作業学習

進路学習

現場実習

自立活動

本校総合コース川津校舎

安来分教室 作業棟本校職業コース乃木校舎本校職業コース乃木校舎

安来分教室　作業学習の様子
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島根県立
出雲養護学校

高等部の学習

学校特色

本　
　
　
校

所 在 地：〒699-0822　出雲市神西沖町2485
電 話 番 号：（0853）43-3570
FAX 番 号：（0853）43-1355
E メ ー ル：izumo-yogo@edu.pref.shimane.jp
HPアドレス：https://izumoyougo.ed.jp/

邇
摩
分
教
室

所 在 地：〒699-2301　大田市仁摩町仁万907
電 話 番 号：（0854）88-9060
FAX 番 号：（0854）88-9061
E メ ー ル：nima-bun@edu.pref.shimane.jp

雲
南
分
教
室

所 在 地：〒690-2404　雲南市三刀屋町三刀屋1212-32
電 話 番 号：（0854）45-0388
FAX 番 号：（0854）45-5655
E メ ー ル：unnan-bun@edu.pref.shimane.jp

（本校／邇摩分教室／雲南分教室）

めざす児童生徒像（グラデュエーション・ポリシー）

重点テーマ

求める生徒像（アドミッション・ポリシー）

学びの方向性（カリキュラム・ポリシー）

将来の自立や就労に向けた学習に取り組んでいます。
（以下、知的障がい教育・本校の例）

◆教科等を合わせた学習
作業学習（週当たり 6 ～12 時間）

作業班
【基礎コース・総合コース】
　◆総合作業◆製菓◆木工◆リサイクル◆窯業◆園芸

【職業コース】
　◆クリーンサービス◆食堂サービス◆農業・加工
　◆地域サービス

現場実習
　生徒の実態に応じ、福祉施設や一般企業等において職業体
験を行う学習（年 2 回程度、1 ～ 3 週間ずつ実施）

生活単元学習（週当たり1.5 ～ 6.5 時間）
実際の生活に生かせる内容等を単元化して取り組む学習

◆教科別の学習（週当たり10 ～15 時間）
　国語、数学、社会、音楽、美術、家庭、保健体育など

◆総合的な探究の時間（年間 35 時間）
　「みんなが生きやすい出雲にするために、学び、行動しよう」
をテーマに、地域の課題を発見し、課題解決に向けて自ら思考・
判断し、学んだことを表現する学習

◆自立活動（週当たり 0.5 ～ 3 時間）
　障がいの状態や特性から生じる課題を改善克服する学習

設置学科　学級数

高等部生徒数 180名（R7.5.1現在）

【知的障がい教育】　
【本　　　校】　◆普通科　　単一障がい　　５学級
　　　　　　　　　　　　　重複障がい　　６学級

【邇摩分教室】　◆普通科	 　単一障がい	 １学級
【雲南分教室】　◆普通科	 　単一障がい	 １学級
【肢体不自由教育】　
【本　　　校】　◆普通科　　重複障がい　　１学級

本校

邇摩分教室

雲南分教室

※令和8年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（令和7年度第1学年の学級数）

地域で生きる人になる

「いいね is you」
～みつけよう　ふやそう　みんなのいいね～

自分の可能性を切り開くことに意欲がもてる生徒

◎地域で生きる力の育成
　・様々な学習や生活の中で活用できる知識の獲得
　・獲得した知識を活用して課題解決する力
　・自己理解を深め、困難に負けず、主体的に取り組む力
◎１２年間を見通したキャリア教育の推進

地域に向けた営業日に「だんだん食堂」で接客する生徒の様子

本校

雲南分教室邇摩分教室

162名
9名
9名
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島根県立
石見養護学校

設置学科　学級数 特色ある学習

学校の特色

◆普通科　　単一学級	 1学級
	 　　重複学級	 2学級

所 在 地：〒696-0102　邑智郡邑南町中野2384-18
電 話 番 号：（0855）95-0319（代表）／（0855）95-2141（職員室）
FAX 番 号：（0855）95-0291
E メ ー ル：iwami-yogo@edu.pref.shimane.jp
HPアドレス：https://iwami-yogo.ed.jp

～「IWAMIマルシェ」～
作業製品（園芸・製菓・木工・窯業）の販売活動をしています

◆学校目標

　「自
じ

立
りつ

」「貢
こう

献
けん

」 「協
きょうどう

働」
　を掲げ、体験的な学習や実習等を通じて地域の人や仲

間とのふれあいの中で学び合います。

◆中国山地の山間部に位置する少人数の学校（小学部５
名、中学部５名、高等部 21名 R7.5.1 現在）で、小学
部から高等部までの活動の様子がお互いによくわかる
学校です。

◆本校は、「福祉の町」邑南町の『四ツ葉の里』という福
祉ゾーンの中にあり、近隣の障がい者施設（緑風園・く
るみ邑美園・愛香園）と連携し、行事や現場実習等を行っ
ています。

◆特別教室棟は、作業学習で使用する作業室や、宿泊学
習やグループホームでの生活が体験できる宿泊訓練室
等、充実した学習環境が整っています。

◆石見町立（現 邑南町）の養護学校から始まった地域
の中で育てられた学校です。県内の知的障がいの学
校でいちばんに高等部を設置し、職業教育を始めた
学校です。これからも、地域の中で育ち、育てられ、
地域とのかかわりの中で、一人一人の思いや教育的
ニーズを最大限に生かした「オンリーワンの教育」
をめざします。

①作業学習
　週 8 ～ 12 時間設定しています。将来、社会で働くた
めに必要な力を付ける学習を行っています。

【作業班は園芸・製菓・木工・窯業の 4 班です。】
 
②進路学習

　職業や社会生活についての自己選択、自己決定を拡充
し、主体的な社会参加に向け学習しています。（自分を知
る、将来について様々な制度について学ぶ、余暇活動等） 
　また、障がい者技能競技大会（アビリンピック）等に
も参加し、各種職業技能の向上にも取り組んでいます。

③現場実習
　年間 2 回、１～３週間ずつ町内や出身地域等の企業や福
祉事業所での体験実習を行います。

 
④地域とつながった学習活動

　地域の社会資源を活用した授業やボランティア活動に積
極的に取り組んでいます。年に数回、町内や出身地域の道
の駅等で作業製品を販売する『ＩＷＡＭＩマルシェ』、町内
の草刈りボランティア『草かりたい』、町内の１歳半検診で積
み木をプレゼントする『ウッドスタート』等を行っています。

 
⑤部活動等
　　陸上・卓球の 2 つの部活動があります。

高等部生徒数 21名（R7.5.1現在）

※令和8年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（令和7年度第1学年の学級数）
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島根県立
浜田養護学校

設置学科　学級数 高等部の教育

学校の特色

◆普通科　　単一障がい　２学級
　　　　　　重複障がい　２学級

所 在 地：〒697-0003　浜田市国分町342-2
電 話 番 号：（0855）28-2200（寄宿舎：28-2860）
FAX 番 号：（0855）28-2201
E メ ー ル：hamadayogo@pref.shimane.lg.jp
HPアドレス：https://www.hamadayougo.ed.jp/

全国的にもめずらしい【水産加工班】 
（基礎コース・総合コースの作業学習の一つ）			 
		
					   
					   

【校訓】			
　明るく		  　（健康・明朗性）	
　なかよく		  　（協調・社会性）	
　力いっぱい		 　（自立・自主性）	
			 

【教育目標】			 
　児童生徒一人一人の			 
　自立と主体的な社会参加を目指し
　生きる力や豊かな人間性を育む	
			 

【目指す子ども像】
　社会で生きる力のある児童生徒

【基礎コース（1 年）】
　社会生活、職業生活の基礎となる学習内容の定着を図
ることで、生活や就労への意欲や自信を高める。

　働き続ける力、生活する力の基礎を学ぶ。

　仲間の中で、もの作りを中心に整った環境で継続し 
　て取り組む力を伸ばす。

　仲間と一緒に、サービス業を含む社会から求められ 
　る力を伸ばす。

目指す姿

【総合コース（2 年＆３年）】
　一人一人の生活や就労のニーズに応じた段階的な学習
に取り組むことで、社会人として豊かに就労生活を送るこ
とのできる力を高める。

【職業コース（2 年＆３年）】
　就労先の求める知識、技能、態度を身につけるための
専門的な学習に取り組むことで、職業人としての資質向上
を目指す。

高等部生徒数 66名（R7.5.1現在）

※令和8年度の設置学科・学級数は、12月に発表。

（令和7年度第1学年の学級数）

目指す姿

目指す姿
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